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(百万円未満切捨て)

1.　平成20年４月期第１四半期の連結業績（平成19年５月１日～平成19年７月31日）

　(1) 連結経営成績 　
(％表示は対前年同四半期増減率)

　
　 売上高 営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年４月期第１四半期 4,063 △13.4 99 △25.2 46 △33.4 9 △57.3
19年４月期第１四半期 4,691 8.9 132 △23.3 69 △37.8 23 ─

　 19年４月期 17,582 △4.7 714 △18.9 487 △29.4 29 17.9

　

　
１株当たり四半期
(当期)純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

　 　

　 円 銭 円 銭 　 　 　 　

20年４月期第１四半期 1 07 ─ ─ 　 　 　 　
19年４月期第１四半期 2 50 ─ ─ 　 　 　 　

   19年４月期 3 16 ─ ─ 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　
　
　(2) 連結財政状態 　
　

　 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

　 百万円 百万円 ％ 円 銭

20年４月期第１四半期 20,017 4,478 22.4 487 34
19年４月期第１四半期 18,710 4,420 23.6 480 56

   19年４月期 19,555 4,527 23.2 492 55
　
　



2.　配当の状況
　

　 １株当たり配当金

(基準日) 第１四半期末

　 円 銭

20年４月期第１四半期 ─ ─
19年４月期第１四半期 ─ ─

　

3.　平成20年４月期の連結業績予想（平成19年５月１日～平成20年４月30日）【参考】

(％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

中間期 8,950 △3.2 460 42.5 330 64.9 150 249.5 16 23
通期 18,550 5.5 1,000 40.0 730 49.8 250 761.5 27 06

　

4.　その他
　
　(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う
　　　特定子会社の異動

： 無

　(2) 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 無

　(3) 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無

　 　 　

　

　

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　　上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要
素を含んでおります。実際の実績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。

　
　
　



【定性的情報・財務諸表等】

1.　連結経営成績に関する定性的情報

当第１四半期の住宅着工件数は、改正建築基準法の影響もあり、対前第１四半期と比較し9％の落ち込

みとなりました。当社の住宅建材関連の販売はこれらによる落ち込みに加え、昨年度より低採算性の取引

を見直した結果、建材部門の売上は21.2％落ち込みました。

　一方、工業薬品部門は、昨年度より稼動した難燃性水酸化マグネシウムの増産等も寄与し、売上は

24.1％増加いたしました。

　この結果、当社の売上高は4,063百万円と対前第１四半期比13.4％の減少となりました。住宅着工件数

の落ち込みは法改正による一時的なタイムラグによるものであり、第２四半期には回復するものと見込ん

でおります。

　また、売上総利益率はエネルギーコストの高止まり等はあったものの、高付加価値製品への移行やコス

ト削減に努めた結果、約1％改善しております。更に、販売費・一般管理費の削減90百万円を行い、経常

利益は46百万円と対前第１四半期比23百万円の減少、四半期純利益は９百万円と対前第１四半期比13百万

円の減少となりました。

　

2.　連結財政状態に関する定性的情報

当第１四半期の総資産は20,017百万円と対前第１四半期比1,306百万円の増加となりました。これは、

工業薬品分野でマグネシウム系の生産設備を増強した結果、有形固定資産が737百万円増加したこと、工

場の立地する四国地方の渇水に備え住宅建材の生産を一部前倒しで行い在庫が一時的に増加したものが主

たる要因であります。

　

3.　連結業績予想に関する定性的情報

当第１四半期は、改正建築基準法による一時的な住宅着工件数の落ち込みはありましたが、一時的なズ

レと見込んでおります。また、工業薬品分野ではこの８月に難燃性水酸化マグネシウムの第二期設備も稼

動しております。これに加え、従来以上の営業力の強化、製造コストの削減・効率化、物流等の見直しを

行いますことから、平成19年６月25日発表の中間期及び通期の業績予想に変更はございません。
　
　



１．（要約）四半期連結貸借対照表　

（単位：百万円、％）

期　　　別   当四半期  前年同四半期   (参　　考)

(平成20年4月期 （平成１9年4月期 増　　減

第1四半期末） 第1四半期末） 平成１9年 ４月期

科　　　　　目 金　　　額 金　　　額 金　　　額 増減率 金　　　額

（ 資 産 の 部 ）

流  動  資  産 ( 10,060 ) ( 9,670 ) ( 390 ) ( 4.0 ) ( 10,176 )

現 金 及 び 預 金 1,247 1,179 68 5.8 1,273

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 4,202 4,257 △55 △1.3 4,271

た な 卸 資 産 4,159 3,692 466 12.6 4,105

そ の 他 485 583 △97 △16.8 560

貸 倒 引 当 金 △ 33 △43 9 △22.0 △34

固　定　資　産 ( 9,956 ) ( 9,039 ) ( 916 ) ( 10.1 ) ( 9,378 )

 有 形 固 定 資 産 ( 8,582 ) ( 7,845 ) ( 737 ) ( 9.4 ) ( 8,036 )

建 物 及 び 構 築 物 2,380 2,445 △64 △2.7 2,320

機 械 装 置 及 び 運 搬 具 4,035 3,521 513 14.6 3,285

土 地 1,323 1,323 - 0.0 1,323

そ の 他 843 554 288 52.0 1,106

 無 形 固 定 資 産 ( 87 ) ( 85 ) ( 2 ) ( 3.0 ) ( 94 )

 投資その他の資産    ( 1,285 ) ( 1,108 ) ( 176 ) ( 16.0 ) ( 1,248 )

投 資 有 価 証 券 919 726 192 26.6 863

そ の 他 376 396 △19 △5.0 394

貸 倒 引 当 金 △ 10 △14 3 △26.0 △9

繰　延　資　産 ( - ) ( 0 ) ( △0 ) ( △100.0 ) ( - )

社 債 発 行 費 - 0 △0 △100.0 -

資産合計 20,017 18,710 1,306 7.0 19,555



期　　　別   当四半期  前年同四半期   (参　　考)
(平成20年4月期 （平成１9年4月期 増　　減
第1四半期末） 第1四半期末） 平成１9年 ４月期

科　　　　　目 金　　　額 金　　　額 金　　　額 増減率 金　　　額

（ 負 債 の 部 ）

流　動　負　債 ( 9,461 ) ( 7,779 ) ( 1,681 ) ( 21.6 ) ( 9,358 )

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 3,022 3,651 △628 △17.2 3,360

短 期 借 入 金 2,300 1,200 1,100 91.7 1,800

一年内返済予定の長期借入金 2,425 1,855 570 30.7 2,573

一 年 内 償還予定の社債 70 130 △60 △46.2 70

未 払 費 用 592 651 △58 △9.0 869

未 払 法 人 税 等 16 21 △4 △21.8 45

そ の 他 1,034 269 764 250.3 639

固　定　負　債 ( 6,076 ) ( 6,510 ) ( △433 ) ( △6.7 ) ( 5,669 )

社 債 70 140 △70 △50.0 70

長 期 借 入 金 5,087 5,522 △435 △7.9 4,718

退 職 給 付 引 当 金 772 668 104 15.6 740

そ の 他 146 179 △32 △18.2 139

負債合計 15,538 14,289 1,248 8.7 15,028

（少数株主持分）

　少　数　株　主　持　分 ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

（ 純 資 産 の 部 ）

株　主　資　本 ( 4,316 ) ( 4,303 ) ( 13 ) ( 0.3 ) ( 4,398 )

　　資    本    金 1,320 1,320 - - 1,320

　　資 本 剰 余 金 1,078 1,078 - - 1,078

　　利 益 剰 余 金 1,937 1,918 18 1.0 2,018

　　自 己 株 式 △18 △13 △4 36.3 △17

評価・換算差額等 ( 162 ) ( 117 ) ( 44 ) ( 38.3 ) ( 128 )

　　その他有価証券評価差額金 162 117 44 38.3 128

純資産合計 4,478 4,420 58 1.3 4,527

負債、純資産合計 20,017 18,710 1,306 7.0 19,555



２．（要約）四半期連結損益計算書　

（単位：百万円、％）
期　　　別  当四半期  前年同四半期   (参　　考)

(平成20年4月期 （平成１9年4月期 増　　減
第1四半期） 第1四半期） 平成１9年 ４月期

科　　　　　目 金　　　額 金　　　額 金　　　額 増減率 金　　　額

　　　　売  　上  　高 4,063 4,691 △628 △13.4 17,582

　　　　売　上　原　価 2,962 3,466 △504 △14.6 12,781

　　　　　　　　売　上　総　利　益 1,100 1,224 △124 △10.1 4,801

　　　　販売費及び一般管理費 1,001 1,092 △90 △8.3 4,087

　　　　　　　　営　業　利　益 99 132 △33 △25.2 714

　　　　営 業 外 収 益 ( 23 ) ( 13 ) ( 10 ) ( 73.7 ) ( 56 )

　　　　　　受取利息及び配当金 11 7 4 59.1 9

　　　　　　雑　　収　　入 11 6 5 91.2 46

　　　　営 業 外 費 用 ( 76 ) ( 76 ) ( 0 ) ( 0.0 ) ( 283 )

　　　　　　支 払 利 息 60 58 2 4.3 234

　　　　　　雑　　支　　出 15 18 △2 △13.4 49

　　　　　　　　経　常　利　益 46 69 △23 △33.4 487

　　　　特　別　利　益 - - - - -

　　　　特　別　損　失 34 16 18 107.8 396

　　　　　　　　税金等調整前四半期（当期）純利益 11 52 △41 △78.1 90

　　　　　　　　法人税、住民税及び事業税 - 4 △4 △100.0 105

　　　　　　　　法人税等調整額 1 25 △24 △93.2 △43

　　  　　　　四半期（当期）純利益 9 23 △13 △57.3 29
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